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気
に
入
っ
た
。
黒
石
藩
の
城
下
町

で
、
快
適
な
宿
、「
お
伽と

ぎ

話ば
な
し

の
シ
ー

ン
の
よ
う
な
」
七
夕
ま
つ
り
と
パ

レ
ー
ド
な
ど
を
喜
ん
だ
。
こ
の
七

夕
ま
つ
り
は
現
在
の
「
黒
石
ね
ぶ

た
」
の
こ
と
で
、
バ
ー
ド
が
訪
れ

た
時
は
祭
の
さ
な
か
。
宿
が
用
意

し
て
く
れ
た
着
物
姿
に
な
り
、
祭

り
見
物
を
し
た
。

（
東
北
「
道
の
駅
」
連
絡
会
事
務

局
長

鐙
啓
記
）

黒
石
で
小
旅
行
を
楽
し
む

黒
石
で
青
森
か
ら
函
館
に
渡
る

蒸
気
船
の
ダ
イ
ヤ
情
報
を
得
た

か
っ
た
が
、
う
ま
く
つ
か
め
な

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
数
日
間
の

休
憩
を
と
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の

う
ち
の
１
日
は
通
訳
の
伊
藤
を
伴

わ
な
い
一
人
旅
に
あ
て
た
。

黒
石
か
ら
浅
瀬
石
川
沿
い
に
10

㌔
ほ
ど
さ
か
の
ぼ
っ
た
中
野
神
社

や
温
湯
温
泉
に
人
力
車
で
向
か
っ

た
。
中
野
神
社
が
あ
る
中
野
山
は

江
戸
時
代
か
ら
の
紅
葉
の
名
所

で
、
滝
と
楓
が
美
し
い
。
黒
湯
温

泉
郷
の
一
つ
温
湯
温
泉
を
見
学
し

た
ら
混
浴
で
、バ
ー
ド
は
驚
い
た
。

黒
石
か
ら
乳
井
道
を
北
に
進
み
、

浪
岡
か
ら
先
は
再
び
羽
州
街
道
で

青
森
に
近
づ
い
た
。
蒸
気
船
が
今

夜
出
航
す
る
と
の
情
報
を
得
、
大

急
ぎ
で
青
森
の
港
に
入
り
、
三
菱

の
事
務
所
で
乗
船
チ
ケ
ッ
ト
を
買

い
、
食
事
を
と
る
間
も
な
く
荒
れ

る
津
軽
海
峡
に
船
出
し
た
。

芝浦工業大学客員教授� 谷口博昭

「
お
伽
話
の
シ
ー
ン
の
よ
う
な
」
七
夕
ま
つ
り
と
パ
レ
ー
ド

豪
雨
の
矢
立
峠
越
え

秋
田
県
と
の
県
境
で
あ
る
矢
立

峠
に
は
、
前
年
建
設
さ
れ
た
ば
か

り
の
明
治
新
道
が
で
き
て
い
た
。

「
日
本
の
道
と
し
て
は
信
じ
ら
れ

な
い
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
」状
態
で
、

天
然
秋
田
杉
が
織
り
な
す
景
色
は

荘
厳
で
バ
ー
ド
は
感
動
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
峠
に
着
い
た
こ
ろ
か
ら

雨
足
が
激
し
く
な
り
、
滝
の
よ
う

な
豪
雨
に
な
っ
て
崖
や
道
は
轟ご

う

音

を
立
て
て
崩
れ
始
め
た
。

流
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
着
い
た

の
は
碇
ヶ
関
の
町
だ
っ
た
。
増
水

し
た
平
川
は
荒
れ
狂
い
、
大
量
の

流
木
の
た
め
２
本
の
橋
は
破
壊
さ

れ
、川
沿
い
の
道
路
も
流
失
し
た
。

は
弘
前
～
浪
岡
～
青
森
と
続
く
羽

州
街
道
か
ら
外
れ
、
鯖
石
か
ら
黒

石
に
向
か
う
乳
井
道
に
入
っ
た
。

こ
の
ル
ー
ト
の
ほ
う
が
青
森
ま
で

近
い
こ
と
を
地
図
で
確
認
し
た
た

め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
左
手
に
は

山
頂
に
雪
を
乗
せ
た
岩
木
山
の
美

し
い
姿
が
見
え
て
い
た
。

バ
ー
ド
は
黒
石
の
町
を
大
い
に

そ
の
よ
う
な
状
態
の
た
め
４
日
間

の
滞
在
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ

の
間
、
バ
ー
ド
は
青
森
ま
で
の

ル
ー
ト
を
検
討
し
た
り
『
ア
ジ
ア

協
会
紀
要
』の
論
文
を
読
ん
だ
り
、

子
ど
も
た
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
遊
び

を
見
物
し
た
り
し
た
。

川
の
水
位
も
下
が
り
碇
ケ
関
を

た
つ
こ
と
が
で
き
た
が
、
バ
ー
ド

イ
ザ
ベ
ラ
・バ

ードの見た東北・
北
海
道

杉の巨木に囲まれた中野神社

黒石でバードが泊まった可能
性がある盛家住宅（須藤善）
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第
９
回
を
迎
え
た
道
の
駅
「
リ
レ

ー
防
災
セ
ミ
ナ
ー
」
が
３
月
24
日
、

道
の
駅
「
厚
岸
グ
ル
メ
パ
ー
ク
」（
北

海
道
）
と
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
の
東
京

会
場
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
び
実
施
さ

れ
た
。

　

筆
者
の
基
調
講
演
の
後
、
山
崎
俊

己
（
一
社
）
エ
コ
ロ
ジ
ー
・
カ
フ
ェ

理
事
長
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ

る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
防

災
道
の
駅
～
人
が
紡
ぐ
点
か
ら
線

へ
、そ
し
て
面
へ
～
」
が
行
わ
れ
た
。

続
い
て
北
海
道
開
発
局
、
技
術
セ
ン

タ
ー
、
観
光
協
会
、
ね
む
ろ
北
太
平

洋
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
の
各
関

係
者
と
「
厚
岸
グ
ル
メ
パ
ー
ク
」
駅

長
の
５
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
の
発
表
、

そ
の
後
地
元
の
方
々
６
人
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
と
熊
野
稔
宮
崎
大
学
大
学
院

教
授
（
当
時
）
の
事
例
紹
介
の
ビ
デ

オ
放
映
が
あ
っ
た
。

　
「
防
災
道
の
駅
」
と
シ
ー
ニ
ッ
ク

バ
イ
ウ
ェ
イ
の
役
割
・
意
義
・
課
題

が
明
ら
か
に
な
り
、
両
事
業
の
連
携

に
よ
る
地
方
創
生
な
ど
の
新
た
な
展

開
を
予
感
さ
せ
る
実
り
多
い
セ
ミ
ナ

ー
で
あ
っ
た
。

　

我
が
国
は
災
害
が
頻
発
す
る
国

土
、
近
い
将
来
生
起
が
予
想
さ
れ
る

巨
大
地
震
等
に
備
え
防
災
・
減
災
等

国
土
強
靭
化
と
地
方
創
生
と
の
連
携

に
よ
る
リ
ス
ク
分
散
型
国
土
形
成
が

急
務
で
あ
り
、
交
流
・
連
携
を
促
進

し
地
方
創
生
に
資
す
る
「
道
・
街
道
」

を
生
か
す
こ
と
が
肝
要
だ
。
基
調
講

演
で
は
、
我
が
国
の
「
道
・
街
道
の

文
化
」
に
触
れ
、「
人
が
紡
ぐ
点
か

ら
線
へ
、
そ
し
て
面
へ
」
の
展
開
と

し
て
、
地
域
の
在
る
べ
き
ビ
ッ
グ
ピ

ク
チ
ャ
ー
（
全
体
俯
瞰
図
）
を
描
き
、

共
有
し
、
そ
の
達
成
に
向
け
、
失
敗

を
修
正
・
改
善
に
よ
り
乗
り
越
え
る

タ
フ
な
精
神
で
行
動
・
前
進
す
る
こ

と
を
期
待
し
た
。

　

道
の
駅
発
足
か
ら
30
年
。「
リ
レ

ー
防
災
セ
ミ
ナ
ー
」
が
全
国
一
巡
し

た
今
、
道
の
駅
第
３
ス
テ
ー
ジ
と
位

置
付
け
「
地
方
創
生
・
観
光
を
加
速

す
る
拠
点
へ
」
進
化
す
る
取
り
組
み

の
流
れ
に
沿
っ
て
、
防
災

と
共
に
地
方
創
生
の
拠
点

強
化
に
取
り
組
む
こ
と
が

肝
要
だ
。
先
進
的
な
取
り
組
み
の
北

海
道
に
学
び
、
道
の
駅
と
日
本
風
景

街
道
と
の
連
携
を
強
化
し
、
次
回
セ

ミ
ナ
ー
開
催
予
定
の
道
の
駅
「
あ
ら

い
」（
新
潟
県
妙
高
市
）
で
、
各
地

の
前
進
し
た
姿
が
見
ら
れ
る
こ
と
を

期
待
す
る
。

「
防
災
道
の
駅
」
か
ら
地
方
創
生
な
ど
新
た
な
展
開
へ

人とペットの災害対策ガイドライン（環境省）

道の駅「朝霧高原」で実験展示
されたサイネージ・ラック

発行元：内閣府
監修・協力：法務省、消防庁、観光庁、
気象庁

「
道
の
駅
」
の
防
災
問
題
を
報
道
し
続
け

る
「
ル
ー
ト
プ
レ
ス
」
は
、
今
は
新
聞
で
読

め
ま
す
が
、
い
ず
れ
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
読
む
デ
ジ
タ

ル
報
道
の
時
代
を
迎
え
ま
す
。

情
報
入
手
は
ス
マ
ホ
が
主
流
の
時
代
に
、

「
防
災
道
の
駅
」
の
情
報
発
信
は
、
ど
う
あ

る
べ
き
で
し
ょ
う
か
。
安
否
確
認
、
避
難
経

路
…
…
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ン
テ
ン
ツ
（
気
象
庁

災
害
情
報
等
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
を
検
証
す
る
た
め
、
デ
ィ
ス
プ
レ
ー

と
新
聞
ラ
ッ

ク
を
兼
ね
た

「
道
の
駅
ル

ー
ト
プ
レ
ス

サ
イ
ネ
ー
ジ

シ
ス
テ
ム｣

(

仮
称)

が

開
発
さ
れ
ま

し
た
。

彼杵の荘
岡崎省三駅長

茶葉を傷めないよう丸く巻き数々の

長崎県東彼杵町彼杵宿郷 747-2
国道 205 号　TEL.0957-49-3311

日本一を受賞した「そのぎ茶」やクジラが特産品
です。地元の新鮮な野菜、果物やお弁当、総菜、
菓子なども販売しており、特に「そのぎ茶」を使っ
た「茶ちゃ焼」やソフトクリームは大人気。隣接
する食事処では「くじら入りだご汁」が好評です。

紀の川万葉の里
澁谷弘和理事長

　紀の川・妹山・背山は万葉集に15首

和歌山県かつらぎ町窪 487-2
国道 24 号　TEL.0736-22-0055

も詠まれた地で、心が洗われるような絶景が魅力。
遊歩道での散歩や堤防上のサイクリングが楽しめ
ます。パークゴルフ場が近く、レストランでは当
駅名物の柿の葉寿司がおすすめ。お買い物なら物
産販売所に地元産の果物・野菜がいっぱいです。

くりもと
畔蒜司代表取締役

　成田空港から車で20分の緑豊かな道

千葉県香取市沢 1372-1
県道 44 号成田鹿島港線　TEL.0478-70-5151

の駅。生鮮野菜をはじめ各種収穫体験が楽しめま
す。昔ながらのもみ殻を使用した焼き芋も人気で
す。ニジマス池で釣り上げたニジマスをその場で
『焼く』ことが出来ます。道の駅交流館には全国
の道の駅商品がずらり並び、お土産に最適です。


